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鉄道時報局として発足し「鉄道時報」を創刊。

鉄道時報局内に「シビル社」を設立。

月刊「土木建築誌 CIVIL ENGINEERING & ARCHITECTURE」を創刊。

誌名を「土木ニュース」に改題。

社名を「土木技術社」と改め、「土木技術」を創刊。

「土木科学」を創刊。この後戦争で中断のやむなきに至る。

社名変更「理工図書株式会社」となる。

「土木科学」を「土木技術」の誌名に戻し復刊。

誌面刷新、判型を B5 から A4 に拡大。

　【編集方針】
　月刊誌「土木技術」は 1946 年の創刊以来、国内外の最新技
術を土木技術者にお伝えすることを通じて、土木技術の高度
な発展に貢献してきました。しかし近年、情報科学技術の発
達やニーズの多様化などを背景として、土木技術と他分野技
術との垣根が取り払われつつあります。
　「土木技術」が今後も社会に貢献し続けるために、2017 年 
1 月号より内容を大きく改変しました。「社会と土木を結ぶ総
合雑誌」を新たな理念に掲げ、土木技術者に対しては土木が
支える幅広い対象に関する総合的知識を、技術者でない方に
も日常生活において土木が支えている様々な形態を、お伝え
する雑誌でありたいと考えています。

　【特集】
　各号の特集名を「○○と土木」とし、土木が主役というよ
りは、人々の生活の様々な場面で社会と土木の接点を、市民
の視点で紹介しています。過去には「お酒と土木」(2017 年 1 
月号 )、「小説と土木」(2017 年 2 月号 ) などがありました。
土木の専門家ではない方からも多く執筆していただき、幅広
い分野の読者の方からご好評をいただいているところです。

　【連載】
　連載企画では、ある地域の土木遺産の概要を、その構造物
の特長、当時の技術レベルの中での新規性、建設までの経緯
や重要人物とともに紹介する「見て歩き土木遺産」。土木業界
で活躍している話題の方に、経歴や趣味、土木・建設業界へ
の想いなどのお話をうかがう「スポットライト」など、様々
な人気企画で好評を得ています。

公務員
37％

建設会社
22％

土木関連会社
18％

コンサルタント
16％

その他（大学など）
7％

職種別配本率

雑誌情報

「土木技術」変遷

創刊以来約 100 年！
「土木技術」は業界の信頼を得て、多くの読者に支えられてきました。



※表 4 で断切りをご希望の場合はお問い合わせください。
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広告原稿は、Mac データ・出力見本・入稿表（日
本雑誌協会版）のセットでお願いします。使
用アプリケーション、フォント等の詳細は事
前にお打合せください。カラー原稿の校正は
DDCP になります。

●日本雑誌協会ホームページ
　http://www.j-magazine.or.jp/

広告掲載料金（広告料金には別途消費税が加算されます）

原稿のサイズと製作上の注意事項

申込締切と入稿締切 付則

広告料金およびサイズ

■申込締切：発行日の約 2 ヶ月前
■入稿締切：発行日の約１ヶ月半前

例：8 月号の場合
発行日：7 月 28 日
申込締切：5 月末日
入稿締切：6 月中旬

■広告原稿規格 (mm) ■データ入稿の注意事項

●回数割引料金は、1 年以内の回数に基づいて適用します。
●2 色広告頁は、プロセス 4 色のうち、
　スミ版と C 版、Y 版、M 版のうち１版を用いたものとします。
●その他不明点は広告代理店または弊社までお問合せください。

広告代理店 発行
土木技術社（理工図書株式会社）
〒102-0082　東京都千代田区一番町 27-2 理工図書ビル
TEL.03-3230-0225　FAX.03-3262-8247
http://www.rikohtosho.co.jp


